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2. 出典は， 8月については日本の新聞，英国の TheTimes, The Fi-





















V インドネシア，マラヤ，フィリピン 3国頂上会議事務局は 1日，同日午後に予
定されていた 3国首脳による頂上会談が中止になったと発表したO 〔Manila1日発
=AFP〕




































































































V マラヤ，インドネシア，フィリピン 3国は 3日夜，マレーシア連邦にかんする































































































































































































































































































































































































































































































































Laurence Michelmore （米国，団長〉， George Janacek （チェコ，副団長〉，
Neville Kanakakaratne （セイロン）, George Haward （アルゼンテン）， Kenneth 








































































一方少数派報告書では， MalayaPlanting Industries Employers Associationお2
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待状が出されたが，出席者は，僅か数百人であったO 〔TheStraits Times 9月1
日〕
〔経済7













































v国連調査団は 1日北ボJレネオ（Sabah）の Tawau,Lahad DatuおよびSandakan
を訪れ，とくに Tawauでは， 8月19日の Jesselton到着以来最大の観迎をうけた。
なお， Tawauでは 19,000人のインドネシア人が働いており，当初から反マレーシ
ア・デモが予想されていた口 (The Straits Times 9月2日〉
V マレーシア結成に関する国連調査団の活動に立ち会うインドネシア，フィリピ
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T Lim Swee Annマラヤ商工相は2日， Petaling J aya工業地域の工場を訪れ
るにあたって記者会見し， 「現在マラヤで創始産業となっている 104産業のうち 70






























































































' 6名からなる日本の貿易使節団が 3日クアランプーJレについたO マラヤへの重
工業機械品輸出の見通しを調査に来たものO なおこの貿易使節団は日本産業機械工＇：：
業会の会員会社240を代表しているもので，団長は佐藤五郎氏であるO (The Straits 
Times 9月5日〉
〔対日補償要求問題〕









hamed bin Tengku Besar Burhanuddin氏を， また DeputyFederal Secretary・ 
として YeapKee Aik氏を任命した口 TengkuMohamed氏はサラワクのクチン
に， Yeap氏はサパーのジェスJレトンに駐在する口
















首相の間で，またクアラ Jレンプールでは Sandys英連邦関係相と Razak副首相お
よび TanSiew Sin蔵相との聞で会談が行われたが， Razak副首相は会談後，シン
ガポーJレ問題はすで、に片づ、いた」と語った。

















































































































V マラヤの IncheAbdul Rahman bin Haji Talib保健相は 5日，マラヤ人民進γ瓜




































ポーJレの要求を条約上の問題として取りあげる考えはない。〔注， The Straits 
Times 9月6日は大平外相のこの時の発言を次のように伝えたO He （大平外相〉
said that the Japanese Government considered the reparations problems with 







V マラヤの Muarの Umno支部副委員長 DatoSuleiman bin Ninam Shah氏
は6日， Rahman首相に打電し，マラヤ政府がこのままマレーシアの発足を進めて
行くべきかどうか討議するため， Umnoの緊急総会を聞くよう要請したD これは






































































〔注〕 なおこの記事については， 9月10日の項の TanSiew Sinマラヤ蔵相の発
言を参照されたいo
, Leeシンガポール首相は6日夜， Geylang選挙区で SingaporeAlliance党の
幹部を攻撃して演説し， 「Alliance党の人々は自分の党すら面倒をみきれないでい
る。ましてシンガポールの世話がで、きるわけがない。 LimYew Hock （林有福〉，
































Sarawak: サラワクの Alliance党はロンドン協定を無視して Temenggong
J ugah Anak Barieng (Dayak族出身〉を初代サラワク知事に任命した。同協定
によれば，初代知事の任命は Yangdi-Pertuan Agong （現マラヤ連邦元首で，
マレーシア初代元首になる予定）と英女王との権限に属することであるO またサ
ラワクの首相が Dayak人の場合は，知事はマレ一人とするとの同意があった。
したがって TemenggongJugahの任命を Yangdi-Pertuan Agongは承認しな
いだろう。
Sabah: 北ボ、Jレネオの指導者達のみは寛容な人々であるO かれらもまた自治
























































, PAP系のシンガポーJレ国民労働組合会議（NationalTrade Union Congress) 

























, Leeシンガポール首相は9日， シンガポーJレでマレ一人の圧倒的に多い Gey-
lang選挙区で数千の群衆を前に，次のような演説をしたO
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MCA（マラヤのマラヤ中国人協会， Malayan Chinese Association）は，もし
われわれ（シンガポールの人民行動党 People’sAction Party，以下PAPと略す）



















〔注〕 現在シンガポーノレの労働界は PAP系 NationalTrade Union Congress 
(NTUC）と BarisanSosialis系 SingaporeAssociation of Trade Unions 
(SATU）とに分かれておりここにいう 3組合とは SATUグループ内のシンガ
ポール一般被用者組合（SingaporeGeneral Employees' Union），シンガポー
ル商事会社従業員組合（SingaporeBusiness Houses Employees' Union），パ
ス労働者組合（BusWorkers' Union）のことである。
〔対日補償要求問題〕
T 9日の TheMalayan Timesによると，シンガポーJレの輸入商社は，日本とシ
ンガポールの補償問題が解決するまで日本商品の発注を中止したといわれるO



















































Sosialisの指導者， S.WoodhuU, Poh Soo Kaiおよび LimHock Siewらにアジ
プロとして使われていた」と語り，これ証明する押収中の手紙を公開する用意があ
ると述べた。
V マラヤ中国人協会（MCA）会長で，現マラヤ蔵相の TanSiew Sin氏は10日
声明を発して， Lee ・シンガポール首相の 9日の演説〔9日の項参照〕に反論し，
大略次のように述べた。


































V シンガポーJレの Lee首相は11日， 「マレーシア協定に闘しての最近のシンガポ
ーJ;，マラヤ閣の問題はすべて解決した」と発表したD 11日朝クアラ Jレンプールで、
開問題についての協定書に調印が行なわれたが，その条文によると，











Vサラワクの総督 SirAlexander Waddel，首相S.K. Ningkan，副首相 James
Wong，初代知事に任命された TemenggongJ ugah およびサラワク同盟党（Sara•
wak Alliance party）の代表者12人は11日朝， サラワク初代知事問題について討議
のため，クアラ Jレンプールに到着したO
Sir Alexander Waddelは同夜， 「問題は未だ解決していない。会談は明日も続
けられよう」と語ったO
, Yusup Abu Bakar駐マラヤ・フィリピン大使は，パンコックでの Lopezフィ





































V シンガポールの人民行動党政治局は11日， TanSiew Sinマラヤ蔵相の10日の
非難に答えて「マラヤ連邦と SingaporeAllianceこそが PAPに協力を求めてき
たので、ある」として次のような声明を発表した。
Tan氏は自棄的になっているに違いない。かれは SingaporePeople’s Alliance 
(SPA）の Tl!l.nLim Yew Hockやその他の連中ですら破棄したような誤伝をい
まだ追っているO かれは Lee首相， Rahman首相， Dato Syed Esa Almenoar 
および JohnJacob (MICのリーダー〉らの聞でとり交された意見交換がかれの
いうところと全く違ったものであることを知っていない。マラヤのAllianceの指
導者らは PAPが現在壊滅している SPAと統一戦線を作りTunLim Yew Hock 
に地位を与えるようしばし提案してきた。昨年末 Rahman首相は Lee首相に対
し，シンガポーJレの SPA, Umno, MICらの指導者と会って PAPとの協力方に
ついて相談するよう勧めた。 Lee首相はしかしかれらに会って，PAPはAllianc.e
の支持を必要としていない旨伝えた。
こうして LimYew Hockらが PAPは SingaporeAllianceの指導者に接近し
たとの誤ったニュースをパラまきはじめたのである。その後マラヤの Allianceは













'f Inche Abdul Rahmanマラヤ保健相と人民進歩党（PPP）の Seenivasagan副
















































PAP （人民行動党〉 51 
Barisan Sosialis （社会主義戦線） 46 
Singapore Alliance 42 
UPP （統一人民党〉 46 
Party Ra’ayat （人民党〉 3 
Workers' Party （労働者党〉 3 
全マラヤ回教徒党 2 
UDP  1 
無 所 属 16 
なお今回の選挙で著じるしいことは， Barisan Sosialisの前議員の殆んどが旧選
挙区を離れ，新しい地区で立候補したことである。党首 LeeSiew Choh （李紹祖〉
氏は PAP委員長 TohChin Chye氏の地区たる Rochore選挙区で，また党内理論
家のChanSun Wing氏・は同党の ShengNam Chin氏のあとをおって NeeSoon 
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地区で立候補した口
また前議員で、立候補をとりやめたのは BarisanSosialisでは上記の ShengNam 
Chin, Madam Hoe Puay Choo, Tee Kim Lengおよび LinYou Engの4民であ
り， PAPでは G.Kandasamy, lnche Mohammed Ismail bin Abdul Rahim, John 
Mammenおよび CheSahora binte Ahmatの4氏である。 Allianceで、はかつての一
首相 LimYew Hock氏（SingaporePeople’s Allianceのリーダー）か立候補をと
りやめた。この 2,3日Lim氏が立候補しないであろうとの予想がさかんに行なわ
れていたが， 同氏は戸明を発し「政治からは引退しない， 今後も GrandAlliance 
の中で活動を続ける」と語っている。一方またシンガポールでは，マラヤ連邦政府
が Lim氏に大使のポストか上院の地位を与えたと噂されている。
一方新立候補者中の著名人は PAPでは住宅開発庁の Chairman,Dato Lim, C. 
V. Devan Nair夫人， 文化省政務次官で Yangdi-Pertuan Negaraの弟にあたる
lnche Rahim Ishakおよび PublicUtilities BoardのChairman,Fong Kim Heng 
氏らである。また Allianceでは， LimYew Hock政府（1958～59）当時通信・建






夜は Rahman首相と SingaporeUmnoのリーダー DatoSyed Esa Almenoarのー J
2人が欠席したO なおこの評議会には小委員会がもうけられ，その各々の委員長に
次の人々が任命された。
Tun Abdul Razak （現副首相〉： （政治・憲法・議会関係小委員会〉
Dato Ismail bin Dato Abdul Rahman （現治安相〉：
lnche Mohamed Khir J ohari （現農業・協同組合相〉：
lnche Abdul Hamid Khan 〈現文相〉：












































Vサラワク知事問題が13日解決し， 知事には DatuAbang Haji Opengが， サ
ラワク憲法第49条にもとづきエリザベス英女王，およびマラヤの Yangdi幽Pertuan
Agongによって任命された。すでに同知事としてサラワク同盟党より任命されて
いた TemenggongJ ugah anak Bariengは知事を辞退し，新らたにマレーシア内


















V フィリピンの LibradoCayco外相代理は13日， 「マレーシア反対については
インドネシアとは共謀していない，フィリピンの立場は純粋に国家的利益にもとづ
くのみである」と語ったD

































より米・英の支持を得ょうとしているO 英国の後押しがなければLeeKuan Yew 
はこんなに勇気はないだろう。一方 Allianceは1956年と57年の学生・労働者弾
圧を未だ夢め見ている。また UPPはOnEng Guan （王永元〉の oneman党であ
るc かれは個人崇拝者だ。もしかれが本当の左翼であるならば， BarisanSosialis 
と共闘しているはずである。 BarisanSosialisはすべての社会階層を代表してお
り，シンガポール人民の利益を守もる唯一の政党である。


















Leong Keng Seng （英語使用区の JooChiatで推選されていた〉およびLeeSiew 
Choh （かれも Queenstownから Rochoreへと選挙区を変え， Rochoreで PAP
の委員長 TohChin Chyeと戦かわされることになったO かの共産主義者らがか
れに名誉ある死を，大仁としての死を与えたのである〉らである。













者に投票するよう，呼びかけた。なお，この15人のうち10人が BarisanSosialis, 2 




















































V マラヤの人民進歩党（People’sProgres_sive Party）の S.P. Seenivasagam副党


























































































































































































































人総商会（AssociatedIndian Chamber of Commerce）会長の S.O.K句 Ubaidullah






























































































マラヤの中央銀行 BankNegara総裁IncheIsmail bin Mohamed Aliは15日，










































































































































席したPAP党首TohChin Chye （現副首相〉および文化相 Rajaratnam両氏は16
日夜シンガポールに戻ったo Toh Chin Chye氏は空港で次のように語ったO






T Barisan SosialisのLeeSiew Choh党首は16日，シンガポーJレでのマレーシア





















































































































V フィリピンのシンガポール総領事 JuanC. Dionisio氏は17日，総領事館は 2,
3日中に閉鎖されると語った。（Singapore17日発.＝AFP)
V マラヤの IncheZaiton Ibrahimマニラ駐在大使は17日午後5時，マニラ発香港
経由クアラ Jレンプールに向かつて帰国した口





V ジャカJレタの英商社J.A.W attie & Co. Ltd.は17日同社の従業員により接収
されたO 同社の従業員約100人を前にインドネシアの NationalistLabour Federati-
onの指導者A.M.Datoekは「わが国にある英商社はマレーシアの利益のためイン
ドネシアを動揺させようとしているO われわれは今この会社を接収するが，これを、




































































































































































































State of Preparedness）置く」と発表し， さらに次のように述べた。なおこの措置 F






a. 予備役招集口 （招集令は行政上の措置がすみしだい一一2' 3日中－，
に発せられる〉




1. マレーシア防衛会議は TunAbdul Razak国防相， TanSiew Sin蔵相， : ', 
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正規軍（陸海空 3軍〉 約 30,000 
地方予備役軍（陸海2軍〉 約‘ 15,000（シンガポーノレ志願兵を含む〉
警察力（RoyalMalaysia police force) 32,000 
〔シンガポーJレ〕
































































































このほか MalaysiaTrades Union Congress, National Union of Plantation 






































































































VシンガポーJレの英海軍は19日夜， 向島の FartCanning （カニング要塞＝約100
年英海軍の本部がここにおかれていた〉を第4連邦旅団にひきわたした。





V サパーの D.Stephens首相は19日クアラ JレンプーJレより帰国し， 「マレーシア
政府はサパー防衛強化のための手段をとりつつある」と語った。
〔対日補償要求問題〕
















































































































































































































r 1r3年E得票率 iI 1959年5月
人民行動党（PAP) 37 47% 25 
Barisan Sosialis 13 33% 14 
Alliance 。 8.4% 7 
統一人民党 1 8.3% 2 
鉦 所 属 。 3% 2 
この結果シンガポール政界は， 人民行動党と BarisanSo.sialis （社会主義戦線〉の
2大政党が対立する形となり，マラヤ系の右派勢力は脱落した。ことに同勢力の強




一方現閣僚中では国家開発相 TanKia Gan，保建相 K.M. Byrneの2氏が落選，
また BarisanSosialis党首 LeeSiew Choh氏も対立候補の人民行動党党首で現副
首相の TohChin Chye氏に89票の差で、やぶれた。
, Toh Chin Chye PAP党首は22日自己の選挙区Rochoreでの記者会見で次期
内閣その他について次のように語った。











































































































































このク勺レープの前身は共産主義者の支配する SingaporeChinese Middle Sch-































V マレ一入学生総連盟（Federationof Malay Students’Unions）は23日， マレ
ーシア政府を支持し，また同時にマフィリンド諸国聞の外交関係再開を要請する旨
を表明したO ．同連盟には5000人の学生が加盟しており，会長はマラヤ大学学生の
Inche Abdullah bin Haji Ahmadである。なお同連盟は22日のマラヤ大学におけ
る反インドネシア集会に参加しなかった。










l Subandrioインドネシア外相は23日， U Thant国連事務総長と約1時間にわた
りマレーシア問題に対するインドネシアの態度について討議したO Subandrio外相



































































V マレーシア国防省は24日夜， RoyalMalay Regiment （マレ一連隊〉の第5大隊
を10月にサラワクとサパーへ派遣，つづいて同第3大隊も派遣する，と発表したO








者は K.Ningkan首相， W.C.Walker陸軍少将（Directorof Operations, Bomeo 
































































































































, Rahman首相は25日， UmnoのSyedJa’afar Albar広報部長がその職を辞任








































V インドネシアの国連代表は26日， “A Survey on the Controversial Problem 









































V シンガポーJレUmnoのIncheAhmad Taff副委員長は26日， SingaporeAllia-
;, neeから SingaporePeople’s Allianceを追い出すべきだとして次のように語ったo


























































































































































第2省 1/10Gurkha Rifles 
第 3省 1/2Gurkha Rifles 
第4省第1Green Jackets, Leicestershire連隊第1大隊
航空機はヘリコプター中隊4（空軍2，海軍2），第22特別航空連隊（SpecialAir 
Service Regiment) 1中隊等であるO サラワクの全兵力は以上で 6000人となる〆1








V マラヤ，シンガポールにある 7つの Shell石油会社会長をしている N.L.Fakes 
氏はこのほどマレーシア発足にともないサパヘ サラワクの 3つの Shell会社－－
Shell Company of North Borneo Ltd., Sarawak Shell Oilfields Ltd., Shell Mar: 















































',¥ ，シンガポーJレの Rajaratnam文化相は28日， 全国青年訓練センター（National
-130ー












, Sarawak Dayak National Union は28日「国家的危機のときは， 中央政府の
指示に従い，われわれはその各々の業務をはたすであろう」との声明を発表した。
また同 Union会長の MichaelBuma氏は，すべての強健な Dayak人に対して「警戒
体制に入り，いかなる呼びかけにも応ずる」ょう個人的に要請したO
〔経済〕
































































































































シンガポールにある Bankof China, Bank Negara Indonesiaを閉鎖するかど
うかについては決定をみなかった。




v南洋大学学生連盟は30日Lee首相に対し， 26日逮捕された LimKian Sengと




















The great day we have long awaited has come at last -the birth of 
Malaysia. In a warm spirit of joy and hope ten million people of many 
races in al the States of Malaya, Singapore, Sarawak and Sabah now join 
hands in freedom and unity. Firm in our resolve for nationhood, the 
peoples of Malaysia look forward with con五denceto a future of peace and 
prosperity, harmony and happiness. 
We do so because. we know that we have come together through our 
own free will and desire in the true spirit of brotherhood and love of 
freedom. We have made our decision after much care and thought，五nally
arriving at mutual consent by debate and discussion, inquiries and elections 
held over two and a half years. We can feel proud indeed of the way we 
have created Malaysia through friendly argument and compromise. The 
spirit of co-operation and concord is living proof of the desire we share for 
a common destiny. What better basis for Malaysia can there be, what finer 
augury for the future? The 1oad to nationhood has not been an easy journey_ 
Surprises and disappointments, tension and crisis, have marred the way. 
The peoples of Malaysia, however, have endured al trials and tribulations 
with con五denceand patience, calmness and forbearance, with faith in our 
五nalgoal-Malaysia. In the五rsteighteen months of political and constitu-
tional discussions, beginning from May 1961, things went ahead favourably, 
because the ideal of Malaysia caught the imagination of al the peoples 
concerned. 
明Tecan al recall the remarkable enthusiasm and interest aroused then 
in the evolution of Malaysia. 
Step by step the concept came to life. The activities of the Malaysia 
Solidarity Consultative Committee, the merger talks between the Federation 
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of Malaya and Singapore, the broad agreement reached in London to 
establish Malaysia, the appointment of the Cobbold Commission and its 
exhaustive inquiries in the Borneo Territories, and the subsequent establish-
ment of the Inter-Governmental Committee-all these steps were taken in 
internal harmony and in full public view. 
Suddenly towards the end of 1962 the situation changed. Communist 
China committed unjustifiable aggression against India. I stood up for 
democracy and condemned China's attack. 
One immediate reaction was that Communists throughout South-east 
Asia retaliated by an indirect assault upon me by opposing my idea of 
Malaysia, and they set about creating every possible di伍culty to baulk 
Malaysia. Other external complications occurred -the Philippines' claim to 
North Borneo, the sudden and abortive revolt in Brunei, and the startling 
adoption by Indonesia of a policy of confrontation against Malaya. All these 
events projected an international crisis in South-east Asia this year, thら
climax coming in June. The successful meeting of the Foreign Ministers 
of Malaya, Indonesia and the Philippines, followed by my own conference 
with President Soekarno in Tokyo eased tension considerably and brought 
new hopes for harmony and peace. Prospects for a Summit conference 
were good, confrontation from Indonesia subsided, so we went ahead with 
arrangements for the final talks in London on Malaysia. 
The Malaysia Agreement was duly signed in early July. Unexpectedly 
Indonesia reacted most strongly, renewing its policy of confrontation with 
the result that the Summit confedence of leaders of Malaya and the Philip-
pines at the end of July began in an atmosphere of doubt. The Summit 
conference ended in an agreement by the three countries to form an 
Association of States of Malay origin to be known as Maphilindo. It was 〆
agreed that in order that the partners in Maphilindo could welcome Malaysia 
the United Nations Secretary-General should be asked to ascertain anew 
the wishes of the peoples of Sarawak and Sabah. That request has now 




establishment of Malaysia. This is the time to think earnestly and hopefully 
on the future of Malaysia as the whole country resounds with joy. 
So I pray that God may bless the nation of Malaysia with eternal peace 
and happiness for our people. 
The Federation of Malaya now passes into history. Let us always re‘ 
member that the Malayan nation was formed after many di伍cultiesduring 
a long period of national Emergency, yet its multi-racial society emerged, 
endured and survived as a successful and progressive nation, a true demo-
cracy and an example to the world of harmony and tolerance. 
As it was with Malaya, so it can be with Malaysia. With trust i& 
Almighty God, unity of purpose and faith in ourselves, we can make 
Malaysia a land of prosperity and peace. 
In doing so let every乱1alaysianin al the States of Malaya, Singapore, 
Sarawak and Sabah ensure that our Malaysia is truly worthy of the aims 
and hopes we have shared, the trials and stress we have endured, in work-
ing together to achieve our common destiny. 
MERDEKA MALAYSIA! 
〔E〕 16日午前8時マレーシア成立祝典開会式での Rahman首相の演説文
On this auspicious and historic day of the birth of the nation of 
Malaysia, I cannot express how grateful and happy I am as well as the 10 
million people who inhabit al parts of the territories of Malaysia who wel-
come and celebrate the establishment of the nation and State of Malaysia. 
Firstly, this inaugural ceremony to celebrate the State of Malaysia is the 
climax of al blessings given to us by Almighty、God,and we express our 
u出1ostgnrlitude to Him for having granted the wish and the will of the 
peoples of Malaysia to establish this nation. Today brings to an end British 
colonialism al'ld rule in the three territories of Singapore, Sarawak and 
Sabah. For us in Malaya, we have had good fortune because we・ have 
,enjoyed independence for more than six years, so we vvelcome our brothers 
with full feelings of sincerity and goodwill. We are determined to defend 
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the sovereignty and independence of Malaysia together with our new brothers 
for al time. Though we have passed through and endured di伍cultiesand 
hindrances, we have been given guidance and strength to survive these 
trials. This is clear evidence to show that our intentions are honest and 
that our struggle has the full blessing of Almighty God. Indeed no・oneon 
this earth can obstruct or hinder the will of God, and no・oneis able to 
change the trends of history. 
God will not change the condition of a people unless the people change 
of themselves. Today the flag of the nation of Malaysia will fly proudly in 
every nook and corner of the land, and also in foreign countries where we 
have our embassies, as well as at the United Nations side by side with the 
flags of the independent and sovereign nations of the world, replacing the 
old flag of the Federation of° Malaya. 明Tepray to Almighty God that this 
flag will be a strong symbol, giving protection and unity as well as deter-
mination to al the peoples of Malaysia. 
The new flag of Malaysia is slightly di妊erentto the old flag of the 
Federation of Malaya because the star has gained three new points which 
denote three new States, making 14 in al, and also the stripes now number 
14 as well. Let us pledge today and at this auspicious moment in the name 
of God that we will defend the flag of our nation and State with al our 
strength, even if necessary with our lives. Let us express our uむnostgra-
titude to God for His mercy and benediction in giving to us and to our 
nation this incomparable gift, granting our earnest hopes to establish 
Malaysia. 
〔E〕 17日午後6時マレーシア宣言式における Yangdi-Pe巾 m Agongの演説
People of Malaysia, on this great occasion of national rejoicing, my 
heart is overflowing with deep gratitude to Almighty God-all praise to his 
name！ーthroughwhose benevolence and mercy we can truly welcome 
Malaysia in peace and honour. 
Now at this historic day and at this special ceremony, it is my privilege 
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as Yang di-Pertuan Agong to initiate the五nalconstitutional action leading 
to the formal establishment of Malaysia. 
In the presence of Their Highnesses the Rulers, Their Excellencies the 
Governors of Penang and Malacca, His Excellency the Yang di-Pertuan 
Negara of Singapore, Their Excellencies the Governors of Sarawak and 
Sabah, Their Excellencies the members of the diplomatic. corps, the Hon-
ourable Ministers of the Federal Cabinet, the Honourable Prime Minister 
of Singapore, Mentri Besars and Chief Ministers of 14 States, and <listing-
uished representatives and guests from many friendly countries, in the 
presence too of the many thousands in this vast assembly and in the hearing 
through the microphones of al the people of Malaysia, I proudly cal on 
our beloved and respected Prime Minister, Teramat Mulia Tengku Abdul 
Rahman Putra Al-H司， thefather and leader of our nation to read the Pro-
clamation announcing to al the world, to al men of goodwill everywhere, 
that Malaysia today takes her place in the comity of nations . dedicated to 
freedom and friendship, and united in sovereignty and independence by the 
free wish of the people of Malaysia, now and for ever. 
With warm devotion and deep humility I pray Almighty God that our 
nation and people of Malaysia will prove worthy at al times of his guidance 
and protection and dwell always in the grace and favour of his benediction 
and bounty. 
〔N〕 17日午後6時， Rahman首相によるマレーシア発足宣言・
In the name of God, the Compassionate, the Merciful, Praise be to God, 
the Lord of the Universe, and may the benediction and peace of God be 
upon Our leader Muhammad and upon al His Relations and Friends. 
Whereas by an Agreement made on the Ninth day of July in the year 
one thousand nine hundred and sixty-three between the Federation of 
Malaya, the United Kingdom, North Borneo, Sarawak and Singapore it was 
agreed that there shall be federated the States of Sahah, Sarawak and 
Singapore with the Federatiom of Malaya comprising the States of Pahang, 
Trengganu, Kedah, Johore, Negri Sembilan, Kelantan, Selangor, Perak, 




And whereas it has been agreed by the parties to the said Agreement 
that as from the establishment of Malaysia the States of Sabah, Sarawak and 
Singapore shall cease to be colonies of Her Majesty the Queen and Her 
Majesty the Queen shall relinquish Her Sovereignty and jurisdiction in res-
pect of the three States : 
And whereas there has been promulgated a Constitution for Malaysia 
which shall he the supreme law therein : 
And whereas by the Constitution aforesaid provision has been made for 
the safeguarding of the rights and prerogatives of Their Highnesses the 
Rulers and the fundamental rights and liberties of subjects and for the pro-
motion of peace and harmony in Malaysia as a constitutional monarchy 
based upon parliamentary democracy : 
And whereas the Constitution aforesaid having been approved by a law 
passed by the Parliaments of the Federation of Malaya and of the United 
Kingdom has come into force on the Sixteenth day of September in the year 
-0ne thousand nine hundred and sixty-three. 
Now in the name of God, the Compassionate, the Merciful, I, TENGKU 
ABDUL RAHMAN PUTRA AL-HAJ IBNI ALMARHUM SULT AN 
ABDUL HAMID HALIM SHAH, Prime Minister of Malaysia, with the 
concurrence and approval of His Majesty the Yang di-Pertuan Agong of the 
Federation of Malaya, His Excellency the Yang di-Pertuan Negara of 
Singapore, His Excellency the Yang di-Pertua Negara of Sabah and His 
Excellency the Governor of Sarawak, DO HEREBY DECLARE AND 
PROCLAIM on behalf of the peoples of Malaysia that as from the Sixteenth 
<lay of September in the year one thousand nine hundred and sixty-three, 
corresponding to the twenty-eighth day of Rabi’ul Akhir in the year of the 
Hijrah one thousand th:cee hundred and eighty-three, that, 
MALAYSIA comprising the States of Pahang, Trengganu, Kedah, Johore, 
Negri Sembilan, Kelantan, Selangor, Perak, Perlis, Penang, Malacca, Singa-
J)Ore, Sabah and Sarawak shall by the Grace of God, the Lord of the 
Universe, forever be an independent and sovereign democratic State founded 
upon liberty and justice, ever seeking to defend and uphold peace and 
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harmony among its peoples and to perpetuate peace among nations. 
〔V〕 17日マレーシア政府の対インドネシア，フィリピン外交断絶の声明
In view of the fact that the Indonesian Government has broken off 
diplomatic relations with Malaysia without any apparent reason, we have no 
choice but to do likewise and to recall our Ambassador and the Embassy 
sta百， andat the same time to close down our consulate in Medan. 
The fact that the Federation has admitted new states doξs not in any 
way change the status and identity of the nation, and therefore no fresh 
recognition is necessary, nor is it necessary to ask for fresh accredition of 
diplomatic representatives in this country. 
The Government of the Philippines has asked that the status of. its 
embassy in Kuala Lumpur be reduced to that of a consulate. This proposal 
is not acceptable to the Malaysian Government. There is, therefore, no 
choice but to recall its Ambassador. 
The Thai Government has been approached to take charge of Malaysian 






















































































Malayan Air Force）には掃海艇，軽パトロー Jレ艇等があるのみであるO 空軍
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The Government of Indonesia deplores the unjustified actions during 
the recent demonstrations against the United Kingdom. 
The Government of Indonesia will not condone any further mob vio-
lence against British nationals and properties. 
The Government of Indonesia guarantees the safety of British nationals 
and properties in Indonesia. 
〔咽〕 Rahman首相の20日の放送全文
You will remember the forebodings I mentioned in my五rstbroadcast to 
you on出equestion of Malaysia. These have come true. 
Confrontation from Indonesia and the Philippines has left us with . no 
choice except to break o旺diplomaticrelations with them. Indonesia allowed 
her mobs to take the law into their own hands and damaged our Consulate 
in Medan giving our consul there no chance to protect himself or his 
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family. It was only after damage had been done that the police came on 
the scene. Thanks to the American Consul-General in Medan the sta妊 of
the Malaysian Consulate there were ,given shelter and are now safely back 
home. We originally intended to charter aρlane to bring them back, but 
unfortunately the Indonesians would not service ourρlane. 
Then again in Jakarta the mobs ransacked our Embassy. The actions 
of the Jakarta and Medan mobs in violating the sanctity of a foreign mis-
sion are a transgression of the diplomatic code which governs international 
etiquette and the conduct of international practice. This came after the 
Government itself had broken its word and the solemn agreements reached 
in Tokyo and Manila. It will be remembered that I went to Tokyo at the 
request of President Soekarno. We agreed to be friends, and also agreed 
that証 anymisunderstanding were to arise in future, we would meet to 
clear it up. Instead, when I was in England during the last round of the 
Malaysia talks, President Soekarno again declared confrontation without 
giving me a chance to explain. Then we met in Manila where we agreed 
to invite a United Nations team to visit the BorneσStates to ascertain the 
wishes of the people there as to whether they desired to join Malaysia or 
not. 
I would like to take this opportunity to express our gratitude to the 
United Nations Secretary-General for having so kindly consented to assist 
us in this matter. 
When the team had gone there to carry out its work and discharged its 
task in accordance with the terms of reference agreed upon by the three 
countries, both Indonesia and the Philippines decided to reject the report 
just the same in spite of the fact that the survey showed beyond al doubt 
that the people of those territories wanted independence through Malaysia. 
〆 Ontop of this, both these countries decided without any warning to sever 
diploII1atic relations with us. In the case of the Philippines they reduced 
the status of their Ambassador here to that of a Consul. This is tantamount 
to a slap in the face. What, after al, have we done to deserve it ? Have 
I' not done enough to humble myself by agreeing in the interest of peace 
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and good neighbourliness to an inquiry by a United Nations team when 
we knew full well that the people themselves desired Malaysia? It is n臼U
evident that the invitation to U Thant to send a team to the Borneo teri-
tories was a ruse to d，ザ初tMalaysia. 
We had agreed to postpone our proclamation of Malaysia to suit them 
while awaiting the results of the United Nations' inquiry. It is obvious 
now that from the very beginning they did not intend to honour their 
pledge, written in black and white and signed by al the three leaders in 
Manila. We had, therefore, no alternative but to recall our Ambassadors in 
Jakarta and Manila. It is sad to think that we have been compelled to 
break off diplomatic relations with neighbours who have pledged their word 
to live and work together with us in goodwill and in friendship through 
乱1aphilindo.
Our next duty was to look to the security and well-being of our nation 
so, as you already know, I called a meeting of the Cabinet and our Service 
Chiefs. The Government decided then to put the nation on a footing of 
preparedness. We are・ setting up a Malaysia Defence Council with myself 
as chairman. Initial steps must be taken very shortly to call up the reser-
ves, to ξxpand the Territorial Army, to increase the strength of the Armed 
Forces, to increase also the strength of the police force by reviving the 
Special Constabulary, and to put civil defence and ancillary organisations 
on a proper footing of readiness so that we will not be caught napping, for 
we can never be sure what unpredictable country like Indonesia will do. 
We cannot anticipate the future trend of events but naturally we hope 
that peace in this area will not be broken. We must be prepared never-
theless for the worst if we do not want to be charged with gross neglect 
of duty. If the worst does not come, then we give thanks to God. If it 
does come, but God forbid it, it will be necessary for we Malaysians to 
defend 0ur country and uphold our national honour whatever the cost, be 
it our lives; The world knows Malaysia has no aggressive intentions 
against any nation. All that we ask of God and man is to be allowed to 
live in peace and in goodwill towards al. We have not wasted our re・
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sources in arming ourselves but, as I have often emphasised, we have 
provided food instead of bullets, clothing instead of uniforms and houses 
instead of barracks. 
Now we are forced to devote and concentrate our energies and every-
thing else we have on military preparations in order to preserve our na-
tional integrity and honour. 
SO I NEED YOUR HELP NOW. IT IS ESSENTIAL IN THIS HOUR 
OF CRISIS, FOR ALιLOY AL CITIZENS OF MALAYSIA TO FORGET 
THEIR DIFFERENCES, WHATEVER THEY MAY BE. 
In this connection, I have been very deeply touched by the expres-
sions of support which I have received from many quarters-from the people 
living in both the rural and the urban areas, whether they be kampongs, 
new villages or towns, and last but not least from the trade unions and 
their leaders. 
With such unity of vurpose, with such a sense of patriotism and loyalty. 
we must win in the end provided we maintain complete and absolute peace 
and harmony throughout Malaysia and throughout our ordeal. 
I have no doubt that this unhappy episode is only a passing interlude 
in our path to the future, because I have unbounded faith in乱falaysia,in 
its people and its goal of prosperity and happiness for al. Provided吹e
stand五rmbut are prepared to be fair, provided we are calm but resolute, 
provited that as loyal citizens of our country we are ready to defend it 
and serve it in its hour of need and not count the cost, in order to pre-
serve the,, independence and integrity of our beloved country, I have no 
doubt that the spirit and enthusiasm which brought Malaysia into being 
will carry us from・ the shadows of today to the hopes and promise. of tomo・
rrow. 
Now I have some signi五cantnews for you which I want you to know 
at first hand from me so that you will be aware of what is happening at 
present. This morning I was informed by an independent source that the 




















three countries to resolve whatever di妊erenceswe have and I am one who 
is bent on peace and goodwill and friendship for our neighbours. 
The idea is good, but before I can agree or even consider the proposal; 
I wish to be assured that whatever decision is reached every effort will be 
made to honour it. 
Secondly, that they will normalise diplomatic relations between us, and 
the initiative must be taken by them as they were the first to break o旺
diplomatic relations with us. 
Thirdly, Indonesia must undertake to stop any aggressive actions, 
direct or indirect, and al troops now concentrated on the border of Sarawak 
must be withdrawn. 
These assurances are the least Malaysia can ask and it is my hope that 
they will be given, readily and willingly. 
If this is done there should be no more clouds looming over South-east 
Asia, and we can al join hands in friendship again to work for the peace 
and prosperity of our region. 
To the people of Malaysia I say be of good cheer, be calm and conι 
dent, have faith in our ability to rally to the beckand call of our country. 
May God lead us to peace and happiness and may He shower His 
blessings upon our people and our country. God bless you al ! 
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